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週間地震概況の図表の見方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［１頁目］ 震央分布図 

 ＜令和 2 年 3 月 20 日 発行＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

週間地震概況は、毎週金曜日に管内の地震活動をまとめて発表しています。 
掲載対象とする地震の期間は、前週金曜日から今週木曜日までの一週間です。 
資料の構成は、１頁目が『震央分布図と概況』、２頁目が『管内で震度１以上を観測し

た地震の表』です。 
ただし、震度１以上を観測した回数によっては３頁以降も表を掲載することがあります。 
また、期間内に顕著な地震が発生した場合は、別紙として詳細な資料を最終頁に掲載し

ます。 
以下では、実際に発表した資料に吹き出しを付けて解説していますので、ご利用の参

考にしてください。 

過去３ヶ月間の地震を

灰色、最近１週間の地

震を赤色で表示 

地震の規模をシンボルの

大小で、 

震源の深さをシンボルの形

で表示 

 

深さの凡例区切り： 

  0km≦○＜30km 

 30km≦□＜80km 

      （中略） 

300km≦▽≦700km 

領域内、期間内に震度１

以上を観測した地震に

吹き出しを表示 

マグニチュードが 0.5 の

人が揺れを感じないよう

な小さな地震から表示 

南海トラフの位置を表示 

領域内で震源決定した 

地震の回数を表示 
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［１頁目］ 概況 

 ＜令和 2 年 3 月 27 日 発行＞ 
 
 
 
 
 
 

 ＜平成 30 年 6 月 22 日 発行＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目立った活動がない場合の記述 

対象期間内に顕著な地震が発生した場合、 

概況は簡単に解説し、詳しい内容を別紙として最終頁に記載 

（平成 30 年 6 月 18 日 大阪府北部の地震の記載例） 
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［２頁目］ 大阪管内で震度１以上を観測した地震の表 

 ＜令和 2 年 4 月 17 日 発行＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜令和 2 年 4 月 24 日 発行＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分単位 ただし、『速報値』は 0.1 度単位 

発行日前日の木曜日に発生した地震は 『速報値』  

『速報値』で掲載した地震は、翌週に精査した値を改めて掲載 

次頁の図のように区分け 
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【 参考 】 近畿地方とその周辺の震央地名 

 
 


